
当社で造る「家系図」の特長
●まず、従来にないデザイン性に優れた見やすい「家系図」です。
●皆さんに代わり、面倒な手続き関係を代行します。
●皆さんの望む形で、様々な要素を「家系図」に盛り込むことができます。
●作品は重厚で、事実（戸籍簿）に基づく資料に裏打ちされています。●当主=依頼主からみて、三代から四代

までさかのぼることができます。

●「各種の資料」から姓名の由来が一部、分
かります。

●男性は黒枠、女性は赤枠で示し、一族の男　
女が一目で分かります。

●元号表示ですが、西暦表示が分かるように
工夫されています。

●この図を作製した時点で、既に死亡された
方は、背景に淡い色があります。

●死亡された場合、希望により個人の「戒名」
が記載されます。
（戒名があることで、先祖への崇念の思い
が伝わります。もちろん、逝去された日が　
分かりますから「回忌」などが分かります）。

●当主（依頼主）の直系は太い線で表示され
ます。

●その時点の当主（依頼主）の枠内が色で示
され、さらに顔写真などが掲載できます。

●兄弟の配偶者や子どもの名前、生年月日が
一目で分かります。

●親類縁者の寄り合いや、ホームパーティの
写真、お盆や、正月の家族の集合写真など
スペースがあればこのように表示できます。
（後年、話題になるような写真をご用意い　
ただければ、良い記念になります）。
ここでは見えませんが、写真の下に説明の　　
文字が書かれます。思わぬタイムカプセル　
の役割をします。

●難読字や読みがいくつかある人名にはルビ　
が付けられます。

●ここでは紙面の都合で、全部が表示できず、
下の部分がカットされています。

●どこの家の「家系図」かが一目で分かります。

●ある時代の特徴的な記録があれば、このよう
に記載できます。
これは明治10年の商売繁昌記の一部が掲載　
されています。

●各種の栄誉の記録、叙勲表彰状などのほか、
勲章やトロフィーなどの立体物の場合は写真
で記載することができます。

●ここでは没落家系の顛末が分かります。

●女性の名前はしばしば「変体かな」で表示さ　
れていましたが、現在では読めないこともあ
りますから、当社は変体かなを現在のかなに
変えて掲載します。

●「家紋」や宗派、菩提寺等が記載されます。

●この見本の場合は七代（最下段に一代あり）
まで約160年間の家系が示されました。

●義兄弟の配偶者の一部の記録から、その子ど
ものことについて記載できます。
（ただし、プライバシーについては、依頼者　
の判断や承諾が必要になります）。

●これは重厚な和風木製の額縁に入れる場合の　
見本です（複製が安価で提供できます）。

●別に本格的な軸装で、床の間などに掛け軸と　
して掲げることができるタイプもあります。
（次ページ参照）

●用紙は数百年間は保存できる、本格的な伊勢　
和紙を使います。

●昔の写真などが、その時代のままに再現でき
ます。まさにタイムカプセルになります。
（写真の近くに説明文が入ります）

●結婚した日が一目で分かります。

とにかく見やすく分かりやすい！

見本

完成予想図
（額装用の約75％縮尺です）

当主の父方と母方の二系統図です。

ビュジアル

（意匠登録出願中）
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